
人間とは何か？ を
トータルに学ぶ

3つの領域を
横断しながら学べる

「いのち：生命系」「からだ：身体文化系」「まわり：社会
学系」の3領域の科目が学べます。遊びや楽しさを介して、
さまざまなことがらを柔軟に考える方法を身につけます。

多様なテーマから
「共生」を考える

スポーツ、身体、健康、環境、ジェンダー/セクシュアリ
ティ、労働、貧困、不平等、差別、メディア、都市、社会運
動などについて学び、社会問題に向き合います。

フィールドワークで
現場を体験する

フィールドワークで大切なのは、五感を研ぎ澄ませて、そ
の場所の歴史や雰囲気をからだで感じることです。フィー
ルドは旅先にも日常生活にも広がっています。

1
2
3
4 保健体育科（中高）の

教員免許を取得できる

スポーツが得意な人のためだけでなく、苦手な人も置き去
りにしない実技の教え方が学べます。幅広い知性を身に
つけた、多様な生徒に向き合える教員を養成します。
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科目一覧 ※2026年度の開講科目一覧です。
2027年度の開講科目は変更される場合があります。

プロゼミ テーマが選べる演習形式で大学での学び方をレクチャー

●プロゼミ

導入科目

フィールドワーク

入門科目

3つの領域を関連させて学ぶ。生き方や仕事と向き合う

さまざまな現場へ教員とでかける。ダンスや自然観察のフィールドワークもある

さまざまな学問分野の入口に立つ

●人間科学研究論　　　●人間科学キャリア論

●フィールドワーク（地域環境／人々のくらしと社会／多様な文化／身体表現／森と汀）

●遊戯論 
●いのち・身体論入門 
●人権とは何か 

●生涯学習論 
●人類学入門 
●野菜づくり入門 

●スポーツ文化論入門 
●社会学入門 
●社会調査入門 

●現代世界入門 
●メディア論入門 
●地域を知る

ゼミナール（人間科学論演習）ゼミで発表や討論を行い、問いを深め、卒業研究に取り組む
●ひとはなぜ、まなぶのか？
●生態＝環境哲学（エコソフィー）
  と抵抗の思想
●遊びの場を共に創る
●暮らしやすい社会を創る

生命系

身体文化系

社会学系

生命倫理、医療、衛生、障がいと健常などいのちをめぐる学び

スポーツ実技、ダンス、野外活動、コーチングなどの科目が充実

ジェンダー、福祉、メディア、環境などを学び、社会問題に向き合う

●身体論 
●文化と演技 
●表現運動学 
●野外教育論 
●イベントパーティの作り方 
●フィールド・ライティング

●グローバル社会学
●質的調査法の基礎
●合意形成と対話のデザイン
●暴力論
●現代社会と労働
●コミューン・共同体論
●都市論
●群島論
●地域流域社会論
●地域流域政策論

●生命倫理学
●生命論
●生命の政治学
●医療人類学
●動物論

●シャーマニズム・アニミズム論
●映像人類学 
●現代の宗教 
●地域スポーツ推進の理論と実践
●スポーツトレーニング論
●運動処方論

●環境とまちづくり
●沖縄の社会と文化
●現代ヨーロッパ社会論
●クレオール論
●音楽の社会学・人類学
●大衆音楽の社会史
●楽器の文化学
●社会教育論
●スポーツ社会学
●文化の社会学
●差別論 

●衛生学
●公衆衛生学
●現代社会と心身問題
●エコロジーと人新世
 （アントロポシン）

●体育測定・評価 
●運動学
●コーチング論 
●スポーツ心理学 
●キャンプマネジメント論 

●スポーツ方法学実習
、ルーボーレバ、スンダ＆グンチッレトス（ 

バドミントン、サッカー、卓球、テニス、
体つくり運動、器械体操、陸上競技、
 バスケットボール、フットサル、ソフト
ボール、柔道、水泳）

●社会学理論
●社会調査の方法
●統計データの活用
●現代社会とNGO・NPO
●現代社会とジェンダー
●ジェンダー労働論　　
●ジェンダーとメディア
●開発とジェンダー  
●セクシュアリティをめぐる諸問題
●現代の家族
●逸脱とは何か

●健康教育学
●健康体操学
●健康管理学概論
●生涯保健学基礎
●学校保健学

●運動生理学
●スポーツ栄養学
●スポーツ医学と救急処置
●発達発育論

●貧困の社会学 
●福祉社会学
●政治社会学
●社会意識論
●不平等論
●経済と人間社会
●負債の社会学・人類学 
●社会運動の社会学
●ソーシャルデザイン論 
●環境社会学
●災害社会学

●障害・健常を考える
●障害児運動支援学
●福祉共生と身体運動
●ムーブメント教育・療法

個性豊かな
先生方を知ろう

【ゼミナールテーマ】

3つの専門領域を
自分なりに横断して学び
「総合的知性」を養おう

●移住論 
●アイヌ民族論
●ラテンアメリカの社会と文化
●マイノリティと言語
●言語と社会 
●比較社会学 
●スポーツマネジメント論
●スポーツマーケティング論
●都市の社会史

図書・情報館の使い方 /文献の読み方 /
発表方法 /討論の作法 /レポートの書き方

などを理解しよう！

●文化と社会意識　　
●ジェンダーで学ぶ日常世界
●「マルチ」の思想を再考する
●実践を通して
  運動生理学を究める

●スポーツをマネジメントする
●グローバル化する社会とその課題
●生命と環境
●知的障がい児の健康問題・
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●スポーツにおける時間の意味
●女性アスリートの報道のされ方
●ジェンダー規範が生み出す男性問題
● 若者の人間関係とSNS
● ディズニーの魔法：白人社会の内面化
● 音楽からみた黒人差別

● ロボットは人間と共生できるか
● 鶴見川流域の外来水生生物
● スポーツにおける体罰はなぜなくならないか
● 大学生の睡眠時間が運動時の心拍数および
　主観的疲労感に与える影響
● アナキズム研究

主な専門科目

● 授業名




